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と
を
決
め
た
。

　
６
月
19
日
開
催
の
総
会
後

の
理
事
会
で
正
式
に
決
定
す

る
。

　
15
日
に
政
府
は

未
来
投
資
会
議
を

開
き
、
企
業
に
対

し
70
歳
ま
で
の
就

労
機
会
を
確
保
す

る
よ
う
に
求
め
る

方
針
を
示
し
た
。
こ
れ
は
知

識
と
経
験
が
あ
る
高
齢
者
の

働
く
意
欲
を
生
か
し
、
労
働

力
不
足
を
補
う
こ
と
を
主
た

る
目
的
と
し
た
も
の
だ
。
①

定
年
廃
止
②
70
歳
ま
で
の
定

年
延
長
③
子
会
社
・
関
連
会

社
で
の
70
歳
ま
で
の
継
続
雇

用
制
度
④
他
企
業
で
の
再
就

職
実
現
⑤
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

（
案
件
ご
と
の
契
約
）
で
働

く
た
め
の
資
金
提
供
⑥
個
人

の
起
業
支
援
⑦
社
会
貢
献
活

動
へ
の
資
金
提
供

―
と
い

う
七
つ
の
選
択
肢
を
示
し
、

何
を
採
用
す
る
か
労
使
で
決

め
る
▼
選
択
肢
の
う
ち
①
～

③
は
、
65
歳
ま
で
の
現
行
制

度
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
定
年
の
廃
止
や
延
長
を

選
ん
だ
企
業
は
少
な
く
、
多

く
は
契
約
社
員
で
の
雇
用
継

続
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
に

と
っ
て
は
人
件
費
の
抑
制
は

重
要
課
題
で
あ
る
。
加
え

て
、
次
代
を
担
う
人
材
の
昇

格
が
遅
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
目

的
も
あ
る
。
一
方
、
高
齢
者

は
安
い
給
料
で
働
く
こ
と
に

な
る
が
、
こ
ち
ら
も
年
金
支

給
額
の
維
持
が
不
安
視
さ
れ

る
状
況
か
ら
身
分
よ
り
も
雇

用
継
続
を
優
先
す
る
こ
と
に

な
る
▼
22
日
に
は
金
融
庁
・

金
融
審
議
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
「
高
齢
社
会
に
お

け
る
資
産
形
成
・
管
理
」
報

告
書
（
案
）
を
発
表
し
た
。

そ
こ
で
は
、
社
会
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
と
し
て
①
人
口

動
態
等
（
長
寿
化
、
単
身
世

帯
の
増
加
、
認
知
症
の
増

加
）
②
収
入
・
支
出
の
状
況

（
平
均
的
収
入
・
支
出
、
就

労
状
況
、
退
職
金
の
状
況
）

③
金
融
資
産
の
保
有
状
況

―
な
ど
を
挙
げ
、
公
的
年

金
だ
け
で
は
望
む
べ
き
生
活

水
準
に
は
届
か
な
い
こ
と
か

ら
、
就
労
継
続
、
支
出
の
見

直
し
と
削
減
、
資
産
活
用
と

い
っ
た
「
自
助
」
の
充
実
を

求
め
て
い
る
▼
高
齢
者
雇
用

は
人
手
不
足
の
緩
和
と
高
齢

者
の
自
助
へ
の
貢
献
を
両
立

さ
せ
る
。
70
歳
ま
で
の
延
長

に
向
け
て
、
企
業
の
一
層
の

努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

主な記事

◆ＳＯｘ規制が物流費影響
　「海事分野におけるＳＯ
ｘ（硫黄酸化物）規制導入
を考えるシンポジウム」が
４月23日に都内で開かれ、
海運業界側から悲痛な訴え
が相次いだ。コストアップ
が強いられる見込み。３面
◆特集／民生用バルクロー
リー２千台出荷
　日本車輌製造は民生用バ
ルクローリーの累計出荷台
数が２千台に達したことか
ら、16日に同社豊川製作所
で２千台達成記念式典を開
いた。　　　　　　　３面
◆行きたくなる会社目指す
　伊藤忠エネクスホームラ
イフ西日本は４月20日、広
島市内で経営方針発表会を
開いた。今年度のスローガ
ンは「働き方改革×もうけ
方改革～次のステージに向
けて～」。　　　　　 ８面
◆宅配水業界交流展
　日本宅配水＆サーバー協
会は17日、都内で宅配水業
界交流展を開いた。物流コ
スト増や人手不足など業界
を取り巻く課題にいち早く
対応した商品、サービスの
提案があった。　　　10面

　
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
岩

井
清
祐
会
長
）
と
全
国
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
（
秋
元
耕
一
郎
会

長
）
は
、
学
校
体
育
館
へ
の

Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
提
案
冊
子
「
体

育
館
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
空
調

設
備
を
」（
Ａ
４
判
カ
ラ
ー

日
協
・
全
Ｌ
協 

提
案
冊
子
第
２
弾

学
校
体
育
館
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を

８
㌻
）
を
作
成
、
配
布
し

た
。
両
協
会
は
昨
年
11
月
に

学
校
Ｇ
Ｈ
Ｐ
提
案
冊
子
「
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
で
学
校

施
設
の
空
調
推
進
」
を
制
作

し
て
お
り
、
今
回
は
そ
れ
に

続
く
第
２
弾
。

　
全
国
の
公
立
小
中

学
校
体
育
館
が
災
害

時
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
る
一
方
で
、
避

難
生
活
を
送
る
体
育

館
の
空
調
設
置
率
は

わ
ず
か
１
・
４
％
（
２
０
１

８
年
９
月
現
在
）
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様

Ｇ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
体
育
館
空
調

は
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と
比
べ
て
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、

停
電
時
に
空
調
や
発
電
が
で

き
る
電
源
自
立
型
も
あ
り
、

学
校
体
育
館
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
は
避
難
所
機
能

の
強
化
に
も
貢
献
す
る
。
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
業
界
に
と
っ
て
、
学

校
体
育
館
は
需
要
拡
大
の
有

望
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
と

言
え
る
。
同
冊
子
の
編
集
・

制
作
は
石
油
化
学
新
聞
社
が

担
当
し
た
。

　
Ｇ
＆
Ｅ
企
業
年
金
基
金

（

須
賀
秀
行
理
事
長
）
は

来
年
４
月
１
日
付
で
み
ら
い

企
業
年
金
基
金
と
統
合
し
、

「
Ｇ
＆
Ｅ
み
ら
い
企
業
年
金

基
金
」
を
発
足
さ
せ
る
。
統

合
後
の
規
模
は
２
２
２
事
業

所
、
加
入
者
約
５
６
０
０

人
、
年
金
資
産
約
40
億
８
８

０
０
万
円
と
な
る
。

　
企
業
年
金
基
金
の
統
合
は

全
国
で
も
珍
し
い
。
統
合
す

る
こ
と
で
事
業
基
盤
を
強
化

す
る
と
と
も
に
基
金
の
持
続

性
向
上
を
図
る
。
さ
ら
に
事

務
運
営
の
安
定
化
、
年
金
資

産
運
用
の
選
択
肢
拡
大
を
進

め
、
運
営
の
信
頼
性
を
高
め

て
事
業
所
数
拡
大
を
狙
う
。

統
合
に
当
た
っ
て
Ｇ
＆
Ｅ
基

金
を
存
続
さ
せ
、
初
代
理
事

長
に

須
賀
秀
行
氏
が
就
任

す
る
。
事
務
局
は
東
京
・
芝

大
門
に
置
き
、
４
人
体
制
で

運
営
す
る
。

　
企
業
年
金
基
金
を
取
り
ま

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な

か
、
両
者
は
加
入
者
や
受
給

者
を
第
一
と
す
る
基
金
の
理

念
が
同
じ
だ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス

プ
ラ
ン
の
採
用
や
保
証
利
率

な
ど
制
度
内
容
の
多
く
に
共

通
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
手
伝

い
、
昨
年
６
月
か
ら
統
合
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
き

た
。
両
基
金
の
総
幹
事
会
社

（
銀
行
）
が
同
じ
だ
っ
た
こ

と
が
幸
い
し
デ
ー
タ
移
行
も

容
易
で
あ
っ
た
た
め
、
統
合

は
ス
ム
ー
ズ
に
決
ま
っ
た
。

　
Ｇ
＆
Ｅ
み
ら
い
基
金
は
発

足
と
同
時
に
現
行
制
度
を
第

１
年
金
と
し
、
新
た
に
第
２

年
金
制
度
を
始
め
る
。
第
２

年
金
は
、
定
額
掛
け
金
積
み

立
て
の
第
１
年
金
に
加
え
、

２
階
建
て
部
分
と
し
て
健
康

保
険
標
準
報
酬
月
額
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
（
事
業
所
ご
と
に

設
定
）
の
１
％
を
積
み
立
て

る
。

　
利
息
は
基
準
資
産
分
配
の

実
績
で
付
利
（
上
限
３
％
、

下
限
０
）
す
る
。
加
入
に
条

件
を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
長
期
勤
続
者
の
積
み
立

て
を
厚
く
す
る
こ
と
や
、
中

途
入
社
者
の
処
遇
改
善
な
ど

会
社
ご
と
の
独
自
設
計
が
で

き
る
。

　
２
０
１
３
年
の
厚
生
年
金

保
険
法
の
改
正
を
受
け
て
新

た
に
確
定
給
付
企
業
年
金

（
Ｄ
Ｂ
）
を
立
ち
上
げ
た
厚

生
年
金
基
金
は
、
解
散
時
に

受
給
者
や
待
機
者
に
分
配
金

を
支
払
っ
て
終
え
る
ケ
ー
ス

が
大
半
を
占
め
た
。
こ
の
分

配
金
は
一
時
所
得
と
し
て
扱

わ
れ
、
受
給
者
は
当
年
の
所

得
税
に
加
え
て
翌
年
の
住
民

税
が
増
し
て
し
ま
う
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

　
Ｇ
＆
Ｅ
基
金
は
年
金
受
給

者
や
加
入
者
の
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
前
身
の
基
金

解
散
時
の
分
配
金
を
仮
想
個

人
勘
定
残
高
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
た
。
み
ら
い
基
金
も

同
様
に
選
択
一
時
金
相
当
額

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
理
念

が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
統

合
へ
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

　
Ｇ
＆
Ｅ
基
金
の
大
槻
洋
子

常
務
理
事
は
「
こ
れ
ま
で
一

生
懸
命
か
け
て
き
た
お
金
、

加
入
期
間
が
な
か
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
何

の
た
め
の
基
金
か
と
考
え
れ

ば
、
そ
れ
は
加
入
者
や
受
給

者
の
た
め
の
も
の
。
企
業
年

金
基
金
と
な
っ
た
総
合
型
基

金
は
ど
こ
も
苦
し
い
と
思

う
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
新

た
に
出
発
し
た
の
だ
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
が
今
の
制

度
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
存

続
で
き
る
か
を
真
剣
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
当
基
金
の

統
合
が
先
鞭
と
な
っ
て
、
後

に
続
く
基
金
が
出
て
く
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
新
た
に

発
足
す
る
Ｇ
＆
Ｅ
み
ら
い
企

業
年
金
基
金
は
、
受
給
者
を

最
後
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
基

金
で
あ
り
た
い
」
と
話
す
。

　
Ｇ
＆
Ｅ
み
ら
い
基
金
は
、

前
勤
務
事
業
所
の
Ｄ
Ｂ
や
企

業
型
確
定
拠
出
年
金
、
個
人

型
確
定
拠
出
年
金
（
ⅰ
Ｄ
ｅ

Ｃ
ｏ
）
の
年
金
原
資
の
持
ち

込
み
が
で
き
る
。
Ｇ
＆
Ｅ
基

金
か
ら
継
続
す
る
制
度
で
、

こ
う
し
た
基
金
は
全
国
で
も

数
社
し
か
な
い
。
一
つ
の
企

業
に
こ
だ
わ
ら
な
い
現
代
の

働
き
方
に
寄
り
添
っ
た
制
度

で
、
加
入
者
と
受
給
者
の
人

生
設
計
を
支
え
る
。

Ｇ
＆
Ｅ
基
金 

第
２
年
金
も
開
始

み
ら
い
基
金
と
来
春
統
合

消
防
庁
褒
章

日
根
氏
に
藍
綬

　
消
防
庁
は
21
日
に
２
０
１

９
年
春
の
褒
章
受
章
者
を
発

令
し
、
加
賀
市
消
防
団
長
で

石
川
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
副
会

長
の
日
根
悟
司
氏
が
藍
綬
褒

章
を
受
章
し
た
。
伝
達
式
は

30
日
午
前
11
時
15
分
か
ら
東

京
・
千
代
田
区
の
東
京
消
防

庁
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
で
行
わ

れ
る
。

　
日
根
悟
司
（
ひ
ね
・
さ
と

し
）
氏
　
１
９
８
０
年
金
沢

大
学
工
学
部
卒
、
東
芝
サ
ー

ビ
ス
入
社
。
81
年
６
月
か
ら

日
根
デ
ン
キ
店
店
主
（
現

職
）。
公
職
で
は
、
15
年
か

ら
加
賀
市
消
防
団
長
、
16
年

～
18
年
石
川
県
消
防
協
会

長
、
18
年
５
月
か
ら
石
川
県

協
会
副
会
長
。
58
年
２
月
28

日
生
ま
れ
、
61
歳
。

　
政
府
は
21
日
に
２
０
１
９

年
春
の
勲
章
受
章
者
（
叙

勲
）
を
発
令
し
た
。
社
会
へ

の
永
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ

た
ガ
ス
業
界
関
係
者
が
名
を

連
ね
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
で

は
、
元
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
現
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
代
表
取
締
役
会
長

で
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
相
談
役
の
木
村
康
氏
が

旭
日
大
綬
章
に
輝
い
た
。

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
取
締
役
会

長
兼
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ

代
表
執
行
役
員
の
井
上

之

氏
が
旭
日
重
光
章
、
元
特
許

庁
長
官
で
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ

ー
取
締
役
副
会
長
の
今
井
康

夫
氏
が
瑞
宝
重
光
章
、
下
関

商
工
会
会
議
所
会
頭
で
長
府

製
作
所
代
表
取
締
役
会
長
、

旭
重
・
井
上
氏
、瑞
重
・
今
井
氏

旭
大
の
木
村
氏
ら
栄
誉

春の叙勲

木村康氏

井上 之氏

今井康夫氏

川上康男氏

西村紀一郎氏

元
日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工
業

会
（
Ｊ
Ｇ
Ｋ
Ａ
）
会
長
の
川

上
康
男
氏
が
旭
日
中
綬
章
、

秋
田
県
石
油
商
業
組
合
理
事

長
で
山
二
代
表
取
締
役
会
長

の
西
村
紀
一
郎
氏
が
旭
日
小

綬
章
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

　
ま
た
、
元
袋
井
商
工
会
議

所
会
頭
で
豊
田
肥
料
社
長
の

豊
田
富
士
雄
氏
と
元
新
潟
県

商
工
会
連
合
会
理
事
で
青
海

ガ
ス
水
道
公
社
代
表
取
締
役

の
平
野
拓
二
氏
が
旭
日
双
光

章
、
知
名
町
商
工
会
長
で
永

良
部
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
代

表
理
事
の
原
田
孝
志
氏
が
旭

日
単
光
章
に
叙
さ
れ
た
。

　
大
綬
章
親
授
式
と
重
光
章

伝
達
式
は
23
日
に
皇
居
で
行

わ
れ
た
。
中
綬
章
以
下
の
伝

達
式
は
27
日
午
後
２
時
か
ら

東
京
・
港
区
の
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
「
飛

天
」
で
行
わ
れ
る
。

　
木
村
康
（
き
む
ら
・
や
す

し
）
氏
　
慶
應
義
塾
大
経
済

学
部
卒
。
１
９
７
０
年
日
本

石
油
入
社
、
２
０
０
２
年
新

日
本
石
油
取
締
役
、
07
年
常

務
、
10
年
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
長
、
15
年
Ｊ
Ｘ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
を

経
て
、
18
年
６
月
か
ら
Ｊ
Ｘ

Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
相

談
役
。
１
９
４
８
年
２
月
28

日
熊
本
県
出
身
、
71
歳
。

　
井
上

之
（
い
の
う
え
・

の
り
ゆ
き
）
氏
　
１
９
５
７

年
同
志
社
大
経
済
学
部
卒
、

大
阪
金
属
工
業
（
現
・
ダ
イ

キ
ン
工
業
）
入
社
。
79
年
取

締
役
、
85
年
常
務
、
89
年
専

務
、
94
年
６
月
社
長
、
２
０

０
２
年
６
月
代
表
取
締
役
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
14
年
６
月
か

ら
取
締
役
会
長
兼
グ
ロ
ー
バ

ル
グ
ル
ー
プ
代
表
執
行
役

員
。
１
９
３
５
年
３
月
17
日

京
都
市
出
身
、
84
歳
。

　
今
井
康
夫
（
い
ま
い
・
や

す
お
）
氏
　
１
９
７
１
年
通

商
産
業
省
（
現
・
経
済
産
業

省
）
入
省
、
２
０
０
２
年
同

製
造
産
業
局
長
、
03
年
７
月

特
許
庁
長
官
、
06
年
住
友
金

属
工
業
専
務
執
行
役
員
、
07

年
同
取
締
役
専
務
執
行
役

員
、
08
年
４
月
同
取
締
役
副

社
長
、
11
年
６
月
エ
ア
・
ウ

ォ
ー
タ
ー
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、

17
年
４
月
同
取
締
役
副
会
長

会
長
補
佐
。
18
年
６
月
か
ら

日
本
産
業
・
医
療
ガ
ス
協
会

代
表
理
事
。
１
９
４
８
年
10

月
22
日
愛
知
県
出
身
、70
歳
。

　
川
上
康
男
（
か
わ
か
み
・

や
す
お
）
氏
　
静
岡
大
工
学

部
卒
、
１
９
７
１
年
２
月
長

府
製
作
所
入
社
。
85
年
３
月

取
締
役
、
87
年
３
月
宇
都
宮

工
場
長
を
経
て
97
年
12
月
社

長
就
任
。
２
０
１
２
年
３
月

か
ら
代
表
取
締
役
会
長
。
団

体
歴
は
、
13
年
３
月
～
15
年

３
月
日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工

業
会
会
長
の
ほ
か
、
13
年
３

月
か
ら
下
関
商
工
会
議
所
会

頭
。
１
９
４
６
年
12
月
21
日

生
ま
れ
、
72
歳
。

　
西
村
紀
一
郎
（
に
し
む
ら

・
き
い
ち
ろ
う
）
氏
　
１
９

６
３
年
４
月
出
光
興
産
入

社
、
66
年
１
月
山
二
入
社
。

常
務
、
代
表
取
締
役
専
務
、

代
表
取
締
役
副
社
長
を
経

て
、
89
年
４
月
社
長
、
２
０

１
７
年
５
月
代
表
取
締
役
会

長
。
団
体
歴
は
、
02
年
５
月

～
06
年
５
月
全
国
出
光
会
会

長
、
14
年
５
月
か
ら
秋
田
県

石
油
商
業
組
合
理
事
長
。
１

９
４
０
年
11
月
21
日
秋
田
県

出
身
、
78
歳
。

　
原
田
孝
志
（
は
ら
だ
・
た

か
し
）
氏
　
知
名
町
商
工
会

長
。
１
９
８
８
年
原
田
酒
造

社
長
、
91
年
永
良
部
ガ
ス
事

業
協
同
組
合
代
表
理
事
。
公

職
で
は
、
18
年
鹿
児
島
県
商

工
会
連
合
会
副
会
長
な
ど
を

歴
任
。
１
９
４
７
年
９
月
１

日
生
ま
れ
、
71
歳
。

公
立
小
中
全
校
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ

普
通
教
室
す
べ
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様

知立市　
知
立
市
（
林
郁
夫
市
長
）
は
公
立
小
中
学
校
10
校
（
小
学
校
７
校
、
中
学
校
３
校
）
普
通
教
室
２
３
５

教
室
す
べ
て
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
空
調
を
設
置
す
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
室
外
機
35
台
を
導
入
す
る
が
、
市
内
す
べ
て
の
公

立
小
中
学
校
普
通
教
室
の
空
調
を
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
で
賄
う
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　
供
給
設
備
は
コ
ス
ト
を
極

力
抑
え
る
た
め
、
既
存
設
備

を
活
用
す
る
。
既
に
バ
ル
ク

設
置
済
み
の
１
校
に
加
え
、

新
た
に
９
校
に
バ
ル
ク
を
設

置
し
、
10
校
す
べ
て
バ
ル
ク

供
給
と
な
っ
た
。
う
ち
３
校

は
災
害
対
応
バ
ル
ク
で
、
残

り
７
校
の
バ
ル
ク
も
緊
急
時

に
利
用
で
き
る
よ
う
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
を
追
加
す
る
。

　
総
設
置
費
用
は
７
億
円
と

な
る
見
込
み
。
今
回
の
Ｇ
Ｈ

Ｐ
設
置
に
よ
る
年
間
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
供
給
量
は
１
０
０
㌧
を
想

定
し
て
い
る
。
施
行
業
者
は

５
月
中
旬
に
決
定
。
６
月
頃

か
ら
工
事
を
始
め
、
８
月
末

に
完
了
、
残
暑
の
あ
る
９
月

か
ら
稼
働
さ
せ
る
計
画
を
立

て
て
い
る
。

　
知
立
市
は
小
中
学
校
10
校

の
う
ち
、
既
に
９
校
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
供
給
し
て
い
る
。
優
位

な
土
壌
は
あ
っ
た
が
、
決
定

に
至
る
に
は
以
前
か
ら
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
継
続
し

て
き
た
フ
ジ
プ
ロ
（
本
社
・

知
立
市
、
高
桑
康
行
社
長
）

の
早
川
守
比
古
会
長
の
尽
力

早川守比古氏

が
大
き
か
っ
た
。

　
も
と
も
と
、
同
社
と
知
立

市
の
結
び
つ
き
は
深
く
、
11

年
に
は
市
と
「
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
避
難
場
所
の
使
用

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
。

緊
急
時
に
は
会
議
室
な
ど
へ

１
０
０
人
程
度
の
避
難
者
の

収
容
が
可
能
で
、
炊
き
出
し

や
入
浴
な
ど
も
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
地
元
の
牛
田
町
自
治
会

の
避
難
訓
練
会
場
と
し
て
も

毎
年
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
提
案
活
動
で
は
、

同
社
の
技
術
社
員
２
人
が
現

地
調
査
を
担
当
、
早
川
会
長

が
行
政
な
ど
へ
の
説
明
を
担

当
し
、
積
極
的
に
働
き
か
け

た
。
以
前
か
ら
地
域
貢
献
を

通
じ
て
林
市
長
と
太
い
パ
イ

プ
を
築
い
て
き
た
こ
と
、
全

市
議
会
議
員
に
向
け
て
災
害

に
強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
優
位
性

や
地
元
メ
ー
カ
ー
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ

採
用
、
地
元
業
者
に
よ
る
施

工
、
地
元
業
者
に
よ
る
ガ
ス

供
給
と
い
っ
た
地
元
が
潤

い
、
市
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
説
明
し
た
こ
と
が
奏
功

し
、「
災
害
時
の
こ
と
を
想

定
す
れ
ば
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
」

と
の
行
政
側
の
理
解
を
醸
成

す
る
こ
と
が
で
き
、
決
定
に

至
る
勝
因
と
な
っ
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー

（
本
社
・
東
京
、
吉
田
正
俊

社
長
）
は
20
日
、
特
約
店
向

け
の
販
売
促
進
策
「
Ｃ
Ｒ
Ｕ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
（
ク
ル
ー
ズ
）
２
０

１
９
」
を
発
表
し
た
。
「
栄

光
へ
の
舵
取
り
～
荒
波
を
乗

り
こ
え
栄
え
あ
る
未
来
へ
」

を
旗
印
に
、
顧
客
接
点
強
化

と
燃
料
転
換
に
よ
る
需
要
拡

大
を
２
大
テ
ー
マ
に
据
え

る
。
特
約
店
向
け
の
支
援
策

と
し
て
、
新
た
に
ガ
ス
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
体
系

的
に
養
成
す
る
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｊ
カ
レ
ッ
ジ
」

を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
工
業
用

燃
転
や
既
築
向
け
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
販
売
な
ど
を
重
点
に
、

提
案
力
の
底
上
げ
を
図
る
。

　
新
設
す
る
Ｊ
カ
レ
ッ
ジ
は

「
初
級
」「
中
級
」「
上
級
」

の
階
層
別
に
ガ
ス
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養
成
す
る

仕
組
み
を
導
入
。
そ
れ
ぞ
れ

２
ク
ー
ル
で
各
階
層
に
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル
の
習
得
を
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。

　
入
社
１
年
目
後
半
か
ら
主

任
ク
ラ
ス
を
対
象
と
す
る
初

級
コ
ー
ス
で
は
、
基
礎
的
な

仕
事
の
進
め
方
と
と
も
に
債

権
管
理
の
基
礎
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
、
ク
レ
ー
ム
対
応

な
ど
を
学
ぶ
。
係
長
、
課

長
、
所
長
な
ど
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
候
補
を
対
象
と
す
る
中

級
コ
ー
ス
で
は
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
判

断
力
強
化
に
向
け
た
イ
ン
バ

ス
ケ
ッ
ト
研
修
な
ど
を
行

う
。
支
店
長
、
部
長
、
事
業

責
任
者
な
ど
組
織
運
営
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
層
を
対
象
と
す

る
上
級
コ
ー
ス
で
は
、
改
革

力
強
化
、
実
践
労
務
管
理
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

を
中
心
に
学
ぶ
。
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
販
売
に
伸
び
悩
ん
で
い

る
営
業
担
当
者
向
け
に
「
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
販
売
力
強
化
研

修
」
も
新
設
し
た
。

　
ト
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
も
継

続
開
催
す
る
。「
聞
い
て
納

得
‼
安
心
、
快
適
ラ
イ
フ
」

を
テ
ー
マ
に
、
顧
客
接
点
強

化
の
技
量
を
競
う
。
燃
料
転

換
に
よ
る
需
要
拡
大
を
目
指

し
て
開
く
「
エ
コ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
継
続
す

る
。
５
年
目
を
迎
え
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
「
家
庭
部

門
」「
業
務
・
工
業
用
部

門
」
、
17
年
度
か
ら
行
う
ガ

ス
機
器
診
断
サ
ー
ビ
ス
「
み

ま
も
り
巡
回
」
の
診
断
件
数

表
彰
に
加
え
、「
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
部
門
」
を
新
設
し
た
。

　
そ
の
他
の
新
施
策
と
し
て

関
西
電
力
管
内
で
の
「
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
で
ん
き
」
の
販
売

（
19
年
４
月
か
ら
開
始
）

と
、
東
京
ガ
ス
導
管
エ
リ
ア

で
の
電
気
と
都
市
ガ
ス
の
セ

ッ
ト
提
案
に
向
け
た
体
制
づ

く
り
を
盛
り
込
ん
だ
。
対
面

販
売
の
利
を
生
か
す
販
促
ツ

ー
ル
と
し
て
役
立
て
る
。

日
協
常
任
理
事
会

荒
木
誠
也
氏
を

新
会
長
に
推
薦

　
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
岩

井
清
祐
会
長
）
は
24
日
の
常

任
理
事
会
で
、
次
期
会
長
候

補
と
し
て
現
副
会
長
で
ア
ス

ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
長
の

荒
木
誠
也
氏
を
推
薦
す
る
こ

荒木誠也氏

「
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
2019
」 

販
売
支
援
を
強
化

接
点
強
化
と
燃
転
に
力

ＪＧＥ

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
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